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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月7日(2018.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スケジューリングエンティティが時分割複信(TDD)キャリアを利用して1つまたは複数の
下位エンティティのセットと通信するための、ワイヤレス通信ネットワーク内のワイヤレ
ス通信の方法であって、前記TDDキャリアが、各々がTDDサブフレーム構造を有する複数の
サブフレームを含み、前記方法が、
　制御情報、データ情報、および前記データ情報に対応する確認応答情報が単一のサブフ
レーム内に含まれるシングルインターレース動作モードを提供するステップと、
　前記制御情報、前記データ情報、または前記データ情報に対応する前記確認応答情報の
うちの少なくとも1つが、前記制御情報、前記データ情報、および前記データ情報に対応
する前記確認応答情報の他のサブフレームとは異なるサブフレーム内に含まれる、マルチ
インターレース動作モードを提供するステップと、
　第1のサブフレームに関して1つまたは複数の下位エンティティの前記セット内の各下位
エンティティに関するそれぞれのスケジューリングモードを決定するステップであって、
前記それぞれのスケジューリングモードが、前記シングルインターレース動作モードまた
は前記マルチインターレース動作モードを含む、決定するステップと、
　前記シングルインターレース動作モードと前記マルチインターレース動作モードの両方
を含むように下位エンティティの前記セットの各下位エンティティの前記それぞれのスケ
ジューリングモードを前記第1のサブフレームの前記TDDサブフレーム構造内で多重化する
ことによって、前記スケジューリングエンティティと1つまたは複数の下位エンティティ
の前記セットとの間の送信をスケジュールするステップと
を含む、方法。
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【請求項２】
　前記第1のサブフレームの前記TDDサブフレーム構造が、少なくとも制御部分、データ部
分、および確認応答部分を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分内で送信するステップと、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記第1のサブフレームの前記データ部分内
で送信するステップと、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記第1のサブフレームの前記確認応答
部分内で受信するステップと、
　前記データ情報の少なくとも一部分を前記第1のサブフレームの後の追加のサブフレー
ムの前記データ部分内で再送信するステップであって、前記第1のサブフレームおよび前
記追加のサブフレームが少なくとも1つの中間サブフレームによって時間的に分離される
、再送信するステップと
をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分内で送信するステップと、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記第1のサブフレームの前記データ部分内
で送信するステップと、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記第1のサブフレームの後の第2のサブ
フレームの前記確認応答部分内で受信するステップと
をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前記データ情報の少なくとも一部分を前記第2のサブフレームの後の第3のサブフレーム
の前記データ部分内で再送信するステップ
をさらに含む、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記第3のサブフレームおよび前記第2のサブフレームが、少なくとも1つの中間サブフ
レームによって時間的に分離される、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分内で送信するステップと、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記第1のサブフレームの後の第2のサブフレ
ームの前記データ部分内で送信するステップと、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記第2のサブフレームの前記確認応答
部分内で受信するステップと
をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項８】
　前記制御情報を送信するステップが、前記制御情報を前記第1のサブフレームの前記制
御部分と前記データ部分の両方の中で送信するステップをさらに含む、請求項7に記載の
方法。
【請求項９】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前記制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分内で送信するステップと、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記第1のサブフレームの前記データ部分内
で送信するステップと、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記第1のサブフレームおよび前記第1の
サブフレームの後の少なくとも1つの追加のサブフレームの前記確認応答部分内で受信す
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るステップと
をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第1のサブフレームが、ダウンリンクセントリックサブフレームを含み、前記マル
チインターレース動作モードにおいて、
　前記制御情報を前記ダウンリンクセントリックサブフレームの前記制御部分内で送信す
るステップと、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記ダウンリンクセントリックサブフレーム
の前記データ部分内で送信するステップと、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記ダウンリンクセントリックサブフレ
ームの後のアップリンクセントリックサブフレームの追加のデータ部分内で受信するステ
ップと
をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項１１】
　前記確認応答情報を受信するステップが、追加のデータ情報に対応する追加の確認応答
情報を前記アップリンクセントリックサブフレームの前記追加のデータ部分内で受信する
ステップをさらに含む、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　1つまたは複数のサブフレームにわたって前記データ情報に対応する前記確認応答情報
を提供するためにコーディングを使用するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるスケジューリングエンティティであって、
　処理システムを含み、前記処理システムが、
　制御情報、データ情報、および前記データ情報に対応する確認応答情報が時分割複信(T
DD)サブフレーム構造を利用したTDDキャリアの単一のサブフレーム内に含まれる、シング
ルインターレース動作モードを提供することと、
　前記制御情報、前記データ情報、または前記データ情報に対応する前記確認応答情報の
うちの少なくとも1つが前記制御情報、前記データ情報、および前記データ情報に対応す
る前記確認応答情報の他のサブフレームとは異なるサブフレーム内に含まれる、マルチイ
ンターレース動作モードを提供することと、
　第1のサブフレームに関して下位エンティティのセット内の各下位エンティティに関す
るそれぞれのスケジューリングモードを決定することであって、前記それぞれのスケジュ
ーリングモードが、前記シングルインターレース動作モードまたは前記マルチインターレ
ース動作モードを含む、決定することと、
　前記シングルインターレース動作モードと前記マルチインターレース動作モードの両方
を含むように下位エンティティの前記セットの各下位エンティティの前記それぞれのスケ
ジューリングモードを前記第1のサブフレームの前記TDDサブフレーム構造内で多重化する
ことによって、前記スケジューリングエンティティと下位エンティティの前記セットとの
間の送信をスケジュールすることと
を行うように構成される、スケジューリングエンティティ。
【請求項１４】
　前記第1のサブフレームの前記TDDサブフレーム構造が、少なくとも制御部分、データ部
分、および確認応答部分を含む、請求項13に記載のスケジューリングエンティティ。
【請求項１５】
　前記処理システムが、
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分内で送信することと、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記第1のサブフレームの前記データ部分内
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で送信することと、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記第1のサブフレームの前記確認応答
部分内で受信することと、
　前記データ情報の少なくとも一部分を前記第1のサブフレームの後の追加のサブフレー
ムの前記データ部分内で再送信することであって、前記第1のサブフレームおよび前記追
加のサブフレームが少なくとも1つの中間サブフレームによって時間的に分離される、再
送信することと
を行うようにさらに構成される、請求項14に記載のスケジューリングエンティティ。
【請求項１６】
　前記処理システムが、
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前記制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分内で送信し、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記第1のサブフレームの前記データ部分内
で送信し、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記第1のサブフレームの後の第2のサブ
フレームの前記確認応答部分内で受信する
ようにさらに構成される、請求項14に記載のスケジューリングエンティティ。
【請求項１７】
　前記処理システムが、
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前記データ情報の少なくとも一部分を前記第2のサブフレームの後の第3のサブフレーム
の前記データ部分内で再送信する
ようにさらに構成される、請求項16に記載のスケジューリングエンティティ。
【請求項１８】
　前記第3のサブフレームおよび前記第2のサブフレームが、少なくとも1つの中間サブフ
レームによって時間的に分離される、請求項17に記載のスケジューリングエンティティ。
【請求項１９】
　前記処理システムが、
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分内で送信し、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記第1のサブフレームの後の第2のサブフレ
ームの前記データ部分内で送信し、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記第2のサブフレームの前記確認応答
部分内で受信する
ようにさらに構成される、請求項14に記載のスケジューリングエンティティ。
【請求項２０】
　前記処理システムが、前記制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分と前記デ
ータ部分の両方の中で送信するようにさらに構成される、請求項19に記載のスケジューリ
ングエンティティ。
【請求項２１】
　前記処理システムが、
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分内で送信し、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記第1のサブフレームの前記データ部分内
で送信し、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記第1のサブフレームおよび前記第1の
サブフレームの後の少なくとも1つの追加のサブフレームの前記確認応答部分内で受信す
る
ようにさらに構成される、請求項14に記載のスケジューリングエンティティ。
【請求項２２】
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　前記第1のサブフレームが、ダウンリンクセントリックサブフレームを含み、前記処理
システムが、
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記ダウンリンクセントリックサブフレームの前記制御部分内で送信し、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記ダウンリンクセントリックサブフレーム
の前記データ部分内で送信し、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記ダウンリンクセントリックサブフレ
ームの後のアップリンクセントリックサブフレームの追加のデータ部分内で受信する
ようにさらに構成される、請求項14に記載のスケジューリングエンティティ。
【請求項２３】
　前記処理システムが、追加のデータ情報に対応する追加の確認応答情報を前記アップリ
ンクセントリックサブフレームの前記追加のデータ部分内で受信するようにさらに構成さ
れる、請求項22に記載のスケジューリングエンティティ。
【請求項２４】
　前記処理システムが、
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　1つまたは複数のサブフレームにわたって前記データ情報に対応する前記確認応答情報
を提供するためにコーディングを使用する
ようにさらに構成される、請求項13に記載のスケジューリングエンティティ。
【請求項２５】
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるスケジューリングエンティティ装置であって、
　制御情報、データ情報、および前記データ情報に対応する確認応答情報が時分割複信(T
DD)サブフレーム構造を利用したTDDキャリアの単一のサブフレーム内に含まれる、シング
ルインターレース動作モードを提供するための手段と、
　前記制御情報、前記データ情報、または前記データ情報に対応する前記確認応答情報の
うちの少なくとも1つが前記制御情報、前記データ情報、および前記データ情報に対応す
る前記確認応答情報の他のサブフレームとは異なるサブフレーム内に含まれる、マルチイ
ンターレース動作モードを提供するための手段と、
　第1のサブフレームに関して下位エンティティのセット内の各下位エンティティに関す
るそれぞれのスケジューリングモードを決定するための手段であって、前記それぞれのス
ケジューリングモードが、前記シングルインターレース動作モードまたは前記マルチイン
ターレース動作モードを含む、決定するための手段と、
　前記シングルインターレース動作モードと前記マルチインターレース動作モードの両方
を含むように下位エンティティの前記セットの各下位エンティティの前記それぞれのスケ
ジューリングモードを前記第1のサブフレームの前記TDDサブフレーム構造内で多重化する
ことによって、前記スケジューリングエンティティと下位エンティティの前記セットとの
間の送信をスケジュールするための手段と
を含む、スケジューリングエンティティ装置。
【請求項２６】
　前記第1のサブフレームの前記TDDサブフレーム構造が、少なくとも制御部分、データ部
分、および確認応答部分を含む、請求項25に記載のスケジューリングエンティティ装置。
【請求項２７】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分内で送信するための手段と、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記第1のサブフレームの前記データ部分内
で送信するための手段と、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記第1のサブフレームの前記確認応答
部分内で受信するための手段と、
　前記データ情報の少なくとも一部分を前記第1のサブフレームの後の追加のサブフレー
ムの前記データ部分内で再送信するための手段であって、前記第1のサブフレームおよび
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前記追加のサブフレームが少なくとも1つの中間サブフレームによって時間的に分離され
る、再送信するための手段と
をさらに含む、請求項26に記載のスケジューリングエンティティ装置。
【請求項２８】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分内で送信するための手段と、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記第1のサブフレームの前記データ部分内
で送信するための手段と、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記第1のサブフレームの後の第2のサブ
フレームの前記確認応答部分内で受信するための手段と
をさらに含む、請求項26に記載のスケジューリングエンティティ装置。
【請求項２９】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前記データ情報の少なくとも一部分を前記第2のサブフレームの後の第3のサブフレーム
の前記データ部分内で再送信するための手段
をさらに含む、請求項28に記載のスケジューリングエンティティ装置。
【請求項３０】
　前記第3のサブフレームおよび前記第2のサブフレームが、少なくとも1つの中間サブフ
レームによって時間的に分離される、請求項29に記載のスケジューリングエンティティ装
置。
【請求項３１】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分内で送信するための手段と、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記第1のサブフレームの後の第2のサブフレ
ームの前記データ部分内で送信するための手段と、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記第2のサブフレームの前記確認応答
部分内で受信するための手段と
をさらに含む、請求項26に記載のスケジューリングエンティティ装置。
【請求項３２】
　前記制御情報を前記送信するための手段が、前記制御情報を前記第1のサブフレームの
前記制御部分と前記データ部分の両方の中で送信するための手段をさらに含む、請求項31
に記載のスケジューリングエンティティ装置。
【請求項３３】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分内で送信するための手段と、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記第1のサブフレームの前記データ部分内
で送信するための手段と、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記第1のサブフレームおよび前記第1の
サブフレームの後の少なくとも1つの追加のサブフレームの前記確認応答部分内で受信す
るための手段と
をさらに含む、請求項26に記載のスケジューリングエンティティ装置。
【請求項３４】
　前記第1のサブフレームが、ダウンリンクセントリックサブフレームを含み、前記マル
チインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記ダウンリンクセントリックサブフレームの前記制御部分内で送信する
ための手段と、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記ダウンリンクセントリックサブフレーム
の前記データ部分内で送信するための手段と、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記ダウンリンクセントリックサブフレ
ームの後のアップリンクセントリックサブフレームの追加のデータ部分内で受信する手段
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と
をさらに含む、請求項26に記載のスケジューリングエンティティ装置。
【請求項３５】
　前記確認応答情報を前記受信するための手段が、追加のデータ情報に対応する追加の確
認応答情報を前記アップリンクセントリックサブフレームの前記追加のデータ部分内で受
信するための手段をさらに含む、請求項34に記載のスケジューリングエンティティ装置。
【請求項３６】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　1つまたは複数のサブフレームにわたって前記データ情報に対応する前記確認応答情報
を提供するためにコーディングを使用するための手段
をさらに含む、請求項25に記載のスケジューリングエンティティ装置。
【請求項３７】
　コンピュータ可読記憶媒体であって、
　制御情報、データ情報、および前記データ情報に対応する確認応答情報が時分割複信(T
DD)サブフレーム構造を利用したTDDキャリアの単一のサブフレーム内に含まれる、シング
ルインターレース動作モードを提供することと、
　前記制御情報、前記データ情報、または前記データ情報に対応する前記確認応答情報の
うちの少なくとも1つが、前記制御情報、前記データ情報、および前記データ情報に対応
する前記確認応答情報の他のサブフレームとは異なるサブフレーム内に含まれる、マルチ
インターレース動作モードを提供することと、
　第1のサブフレームに関して下位エンティティのセット内の各下位エンティティに関す
るそれぞれのスケジューリングモードを決定することであって、前記それぞれのスケジュ
ーリングモードが、前記シングルインターレース動作モードまたは前記マルチインターレ
ース動作モードを含む、決定することと、
　前記シングルインターレース動作モードと前記マルチインターレース動作モードの両方
を含むように下位エンティティの前記セットの各下位エンティティの前記それぞれのスケ
ジューリングモードを前記第1のサブフレームの前記TDDサブフレーム構造内で多重化する
ことによって、スケジューリングエンティティと下位エンティティの前記セットとの間の
送信をスケジュールすることと
を行うためのコードを含む、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３８】
　前記第1のサブフレームの前記TDDサブフレーム構造が、少なくとも制御部分、データ部
分、および確認応答部分を含む、請求項37に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３９】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分内で送信することと、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記第1のサブフレームの前記データ部分内
で送信することと、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記第1のサブフレームの前記確認応答
部分内で受信することと、
　前記データ情報の少なくとも一部分を前記第1のサブフレームの後の追加のサブフレー
ムの前記データ部分内で再送信することであって、前記第1のサブフレームおよび前記追
加のサブフレームが少なくとも1つの中間サブフレームによって時間的に分離される、再
送信することと
を行うためのコードをさらに含む、請求項38に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４０】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分内で送信することと、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記第1のサブフレームの前記データ部分内
で送信することと、
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　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記第1のサブフレームの後の第2のサブ
フレームの前記確認応答部分内で受信することと
を行うためのコードをさらに含む、請求項38に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４１】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前記データ情報の少なくとも一部分を前記第2のサブフレームの後の第3のサブフレーム
の前記データ部分内で再送信する
ためのコードをさらに含む、請求項40に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４２】
　前記第3のサブフレームおよび前記第2のサブフレームが、少なくとも1つの中間サブフ
レームによって時間的に分離される、請求項41に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４３】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分内で送信することと、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記第1のサブフレームの後の第2のサブフレ
ームの前記データ部分内で送信することと、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記第2のサブフレームの前記確認応答
部分内で受信することと
を行うためのコードをさらに含む、請求項38に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４４】
　前記制御情報を前記送信するためのコードが、前記制御情報を前記第1のサブフレーム
の前記制御部分と前記データ部分の両方の中で送信するためのコードをさらに含む、請求
項43に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４５】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記第1のサブフレームの前記制御部分内で送信することと、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記第1のサブフレームの前記データ部分内
で送信することと、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記第1のサブフレームおよび前記第1の
サブフレームの後の少なくとも1つの追加のサブフレームの前記確認応答部分内で受信す
ることと
を行うためのコードをさらに含む、請求項38に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４６】
　前記第1のサブフレームが、ダウンリンクセントリックサブフレームを含み、前記マル
チインターレース動作モードにおいて、
　前制御情報を前記ダウンリンクセントリックサブフレームの前記制御部分内で送信する
ことと、
　前記制御情報に対応する前記データ情報を前記ダウンリンクセントリックサブフレーム
の前記データ部分内で送信することと、
　前記データ情報に対応する前記確認応答情報を前記ダウンリンクセントリックサブフレ
ームの後のアップリンクセントリックサブフレームの追加のデータ部分内で受信すること
と
を行うためのコードをさらに含む、請求項38に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４７】
　前記確認応答情報を前記受信するためのコードが、追加のデータ情報に対応する追加の
確認応答情報を前記アップリンクセントリックサブフレームの前記追加のデータ部分内で
受信するためのコードをさらに含む、請求項46に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４８】
　前記マルチインターレース動作モードにおいて、
　1つまたは複数のサブフレームにわたって前記データ情報に対応する前記確認応答情報
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を提供するためにコーディングを使用する
ためのコードをさらに含む、請求項37に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
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